
『コンクリート構造物選定マニュアル（ボックスカルバート・L型擁壁編（試行案））』
令和4年3月31日に策定

Yes

No

現場打ち PCa

ボックスカルバート L型擁壁

現場打ち

内空寸法（幅B×高さH)：
・B≦5.0mかつH≦6.0m
・5.0m＜B≦6.0mかつ
5.0m≦H≦6.0m

現場条件等に
より選定される

分割すること
なく運搬可能
な規格

Yes

Yes

No

No

PCa

現場打ちが
明らかに有利

PCaが
明らかに有利

PCa 現場打ち

第一段階
第二段階

《注意》
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「Yes」を選定

第三段階
《判定方法》

分割運搬が必要な
もののうち、PCaが
優位なものを選定

第一段階：現場条件等による制約により選定
第二段階：分割運搬の有無により選定
・右図の分割運搬不要のPCa製品は『PCa設計
条件明示要領』で標準寸法として示されてい
る製品が該当

第三段階：分割運搬となるPCa製品においても
一部の規格ではPCaを選定
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分割運搬不用
(PCａを選定)
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第二､第三段階の選定基準の概要

現場打ちを選定

Ｌ型擁壁
《第二段階》　分割運搬不用：PCaを選定
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《目的・適用構造物》
ボックスカルバートおよびL型擁壁の構造形式の工法選定にあたり、PCaまたは現場打ちの採用における
標準的な選定方法を示すことを目的とする

《マニュアル策定にあたっての基本的な考え方》
PCaの品質特性などを考慮したライフサイクルコスト（LCC）やPCaの活用が促進される事による将来の調
達コスト低減を考慮した選定方法を検討
分割運搬不要である「土木工事に関するプレキャストコンクリート製品の設計条件明示要領
(案)H28.2.21」(PCa設計条件明示要領)で標準寸法として示されているPCa製品については、「初期コ
スト｣に加え｢LCC｣｢将来の調達コスト低減｣を加味した検討の結果、PCaが優位と判定
また、分割が必要なPCa製品については、「初期コスト｣と｢LCC｣により検討した結果、一部の規格につ
いてはPCaが優位と判定

《背景》
i-Constructionのトップランナー施策のひとつとして、『全体最適の導入(コンクリート工の規格の標準
化等)』の取組のひとつであるプレキャスト製品の活用促進による生産性向上が期待
しかしながら、PCａ(プレキャスト製品)については、PU側溝をはじめとして様々な製品が活用されている
が、コンクリート構造物の選定においては、多くは初期コストが優先され、プレキャスト製品があまり選定
されておらず、選定にあたりプレキャスト製品活用による｢型枠設置｣｢鉄筋加工｣｢コンクリート打設｣など
の労力削減や工期短縮効果などの現場の生産性向上の観点が考慮されていない
このような背景のもと、産官学で構成された「近畿地方整備局プレキャスト化推進検討会」を立ち上げ、
マニュアル（試行案）を策定

《マニュアル試行案の概要》

※詳細設計段階だけでなく、工事における設計変更でも使用可能

近畿地方整備局


